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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

山
内
御
一
同
様
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
一
年
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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い
て
」
の
中
で
「
曹
洞
宗
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
で
あ
る
『
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
世
界
』
の
実
現
を
『
菩
薩
の
誓
願
に

生
き
る
信
仰
実
践
』
と
し
て
、
今
ま
で

も
、
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
々
と
共

に
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。」
と
述

べ
て
い
ま
す
。こ
の
目
標
の
根
底
に
は
、

経
済
至
上
主
義
で
あ
る
現
在
か
ら
共
存

共
栄
の
世
界
へ
と
転
換
す
べ
き
指
標
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
三
十
周
年
の
記
念
講
演
を

い
た
だ
い
た
養
老
孟
司
先
生
は
我
々
の

生
き
方
と
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。「
人
間
も
自
然
に
任
せ
、

自
然
の
中
で
生
き
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
我
々

は
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在

と
い
う
立
場
を
強
制
的
に
感
じ
さ
せ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
行
動
の
基
軸
は
、
自
然
に
生

か
さ
れ
て
い
る
自
分
を
感
じ
考
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
自
然
の
す
べ
て

の
命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
仏
教
的
な

物
の
見
方
、
慈
悲
を
根
本
と
す
る
心
の

あ
り
方
を
育
み
、
仏
さ
ま
に
手
を
合
わ

せ
、
世
界
中
の
人
び
と
が
安
ら
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
祈
り
念
じ
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
菩
薩
行
を
進
め
る
こ
と
を
、
新
年

に
あ
た
り
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
四
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
心
新
た
に
多
く
の
問
題
に
対
し
真

摯
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
本
年
も
宗
務
所
の
諸
行
事
に
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
三
年
十
一
月
四
日
、
秋

田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
秋
田

県
宗
務
所
創
立
三
十
周
年
記
念
講
演
・

式
典
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
と
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
記
念
講
演
は
養
老
孟
司
先
生
を
お

迎
え
し
「
心
を
保
つ
ヒ
ン
ト
～
本
当
に

大
切
な
も
の
～
」
と
題
し
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
聴
衆
は
五
〇
〇
名
程

と
な
り
、
厳
格
な
感
染
対
策
を
と
り
な

が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
式
典
に
お
い
て
宗

務
所
に
多
年
に
渉
り
大
き
な
御
功
績
を

賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
対
し
て
ご
顕
彰

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
は
勿
論
、
関
係
各
位
の
今
ま

で
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
先
達
の
情
熱
と
未
来
に
か
け
る

思
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
宗
門
に
お
い
て
も
両

本
山
の
禅
師
様
が
御
遷
化
さ
れ
る
と
い

う
悲
運
に
遭
い
、
管
内
に
お
い
て
も
宗

議
会
議
員
を
長
年
お
務
め
で
あ
っ
た
龍

門
寺
東
堂
浅
田
裕
高
老
師
が
御
遷
化
さ

れ
、
令
和
四
年
に
入
っ
て
間
も
な
く
、

同
じ
く
長
年
宗
議
会
議
員
を
お
務
め
で

あ
っ
た
重
福
寺
東
堂
國
安
格
典
老
師
の

御
遷
化
の
報
が
と
ど
い
た
の
で
あ
り
ま

す
。
両
御
老
師
共
に
秋
田
県
宗
務
所
・

禅
セ
ン
タ
ー
の
創
立
実
現
に
あ
た
り
御

尽
力
い
た
だ
い
た
御
老
師
で
あ
り
ま
し

た
。
両
御
老
師
の
御
遷
化
は
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
た
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー

の
転
換
期
と
重
な
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
紙
面
を
借
り
て
両
御
老
師

の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
同
じ

く
昨
年
御
遷
化
さ
れ
た
管
内
寺
院
の
御

老
師
、
御
寺
族
様
の
御
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

曹
洞
宗
に
お
い
て
は
、「
曹
洞
宗
に

お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所　

所
長　

齋　

藤　

昭　

道

第131号3（　）令和４年１月31日 曹洞宗秋田県宗務所所報



　

令
和
三
年
六
月
開
催
予
定
の
宗
議
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
延
期

と
な
り
、
五
ヶ
月
遅
れ
の
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
会
期
を
も
っ
て
招
集
と
な
り
、
結
果
会
期

を
一
日
残
し
二
十
五
日
自
然
休
会
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

今
議
会
中
、
特
筆
す
べ
き
上
程
案
件
は
、
一
般
会
計
の
出
資
金
七
憶
七
千
八
百
万
円
の
内
、

四
億
七
千
八
百
万
円
分
を
消
却
し
、
当
期
余
剰
金
も
同
額
減
少
さ
せ
、
ま
た
、
檀
信
徒
会
館
特
別
会
計
に
お
い

て
は
、
四
億
七
千
八
百
万
円
分
を
減
資
し
、
特
別
利
益
に
計
上
し
、
欠
損
填
補
に
充
て
、
そ
の
分
を
当
期
余
剰

金
が
増
額
す
る
と
い
う
会
計
処
理
案
件
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
経
過
と
結
果
を
い
ち
早
く
管
内
ご
寺
院
に
お
知
ら
せ
し
、
ご
理
解
を
頂
か
な
け
れ
ば

と
思
い
、
宗
務
所
長
老
師
の
ご
理
解
を
得
て
議
員
連
名
に
て
「
令
和
四
年
新
年
号
」
を
議
会
報
告
と
し
寄
稿
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

宗
議
会
議
員　

國　

安　

大　

智

宗
議
会
議
員　

深　

川　

典　

雄

第
百
三
十
七
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
＝
新
年
の
ご
挨
拶
に
換
え
て
＝
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　令和２年度「檀信徒会館特別会計」において、元入金の取崩しによる特別利益「欠損填補益」
を計上しない場合の損益および剰余金は次のとおりです。

（表１） （単位：円）
売 上 高 （a） 222,166,026
売 上 原 価 （b） 46,046,537
売 上 総 利 益 （c）=（a）－（b） 176,119,489
販 売 費・ 一 般 管 理 費 （d） 589,663,633
営 業 損 益 （e）=（c）－（d） Δ 413,544,144
営 業 外 収 益 （f） 69,779,642
経 常 損 益 （g）＝（e）＋（f） Δ 343,764,502
特 別 損 失（ 固 定 資 産 除 却 損 ） （h） ２
税 引 前 当 期 純 損 益 （i）＝（g）－（h） Δ 343,764,504
法 人 税・ 住 民 税・ 事 業 税 （j） 35,000
税 引 後 当 期 純 損 益 （k）＝（i）－（j） Δ 343,799,504
剰 余 金 （z） 746,215,046

　令和２年度に限れば、元入金の取崩しによる特別利益を計上しない上記の決算（表１）も可
能ですが、令和３年度以降も新型コロナウィルス感染症の状況次第では経常損失の連続発生が
大いに懸念され、その結果、剰余金 746,215,046 円（上記（z））もマイナスに転じる可能性があ
ります。そこで、令和３年度以降の経常損失発生可能性を勘案し、令和２年度決算において、
元入金 478,000,000 円を取り崩して特別利益を計上し欠損金の補填に充当すると次のとおりとな
ります。

（表２） （単位：円）
経 常 損 益 Δ 343,764,502
特 別 損 益 477,999,998

特 別 利 益（欠 損 填 補 益） 478,000,000
特 別 損 失（固定資産除却損） ２

税 引 前 当 期 純 利 益 134,235,496
法 人 税・ 住 民 税・ 事 業 税 35,000
税 引 後 当 期 純 利 益 134,200,496
剰 余 金 1,224,215,046

　なお、元入金の取崩しの有無による「基金の部」の基金合計の金額に変化は生じません。

第131号5（　）令和４年１月31日 曹洞宗秋田県宗務所所報



元入金の取崩しの有無による貸借対照表「基金の部」におけるちがい
（単位：円）

取崩しなし
（Ａ）

取崩しあり
（Ｂ）

差　　異
（Ｂ－Ａ）

元　　 入　　 金 778,000,000 300,000,000 Δ 478,000,000
剰　　 余　　 金 746,215,000 1,224,215,000 478,000,000

う ち 繰 越 剰 余 金 1,090,014,000 1,090,014,000 ０
う ち 当 期 利 益 Δ 343,800,000 134,200,000 478,000,000

基　 金　 合　 計 1,524,215,000 1,524,215,000 ０

【478,000,000 円の元入金の根拠並びにその取崩しについて】
　それまで、貸付不動産の経理を処理してきた「不動産貸付特別会計」は平成 12 年度末（平成
13 年３月末）をもって閉鎖され、残余財産は「檀信徒会館特別会計」に継承された。継承され
た固定資産は以下のとおりです。

建 物 121,996,955 円
建 物 附 属 設 備 227,895,842 円
構 築 物 1,100,833 円
器 具 備 品 34,249,470 円
有 形 固 定 資 産 計 385,243,100 円
電 話 加 入 権 1,056,900 円
無 形 固 定 資 産 計 1,056,900 円
固 定 資 産 合 計 386,300,000 円

　また、平成 12 年度末（平成 13 年３月末）時点の「一般会計」の「檀信徒会館特別会計」へ
の貸付金は 91,700,000 円で、当該貸付金についても「檀信徒会館特別会計」への出資金となっ
ております。この 91,700,000 円はホテル事業の㈱東京グランドホテルから宗門直営（「檀信徒会
館特別会計」の創設）への移行にともなう費用の一部に充当されたものでありますが、仮にそ
うなのであれば、この返済義務を「檀信徒会館特別会計」に将来的に負担させることは適当と
はいいがたく、当該分について「貸付金」としての債権を放棄し、返済を求めない「出資金」
に変更したものと思われます。
以上、
　　（１）「檀信徒会館特別会計」が継承した固定資産　　386,300,000 円
　　（２）「檀信徒会館特別会計」に対する出資金　　　　��91,700,000 円
の、２つの性格を有する資産の見合いとなっていますが、平成 14 年３月 31 日現在における「一
般会計」の「檀信徒会館特別会計」に対する総額 778,000,000 円の出資金のうちの 478,000,000 円
であります
　令和２年度決算で最終利益を「０」円とするのであれば、元入金の取崩額は取崩しを行わな
かった場合の最終損失 343,799,504 円で足りこととなりますが、しかし、令和３年度も、場合に
よっては令和４年度以降も損失の計上が続き、元入金の取崩処理が連続する可能性があるなら
ば、令和２年度における最終損失 343,799,504 円を上回る元入金の取崩しが妥当性を欠くとは言
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い難く、そこで、元入金総額 778,000,000 円から、もともとの元入金 300,000,000 円を差し引い
た 478,000,000 円を一括して取り崩し、令和２年度の欠損金に充当するとともに３年度以降の損
失の発生に備え剰余金の積み増しをはかろうとするものであります。
　すなわち、一般会計では 778,000,000 円の出資金のうち 478,000,000 円を消却することになっ
たのであります。最大の理由として、今次宗議会でこの消却金の元入れを否決した場合、来年
度の予算が組めないこことなることから、やむを得ない措置として議場で賛成多数をもって上
程案が可決決定となった次第です。
　当然ながら、私どもはこの事案と関連する議案を抱えております第二決算委員会に属してお
りましたので、第一決算委員会とも連携し慎重審議を尽くしたところであります。
　なお、次のように付帯要望をつけておりますことを申し添えます。
　１,　�今後も多額の損失が計上される事態が生じ続けるのであれば、数年後を待たずに檀信徒

会館の運営のため、一般会計から予算を投入せざるを得なくなる恐れがある。檀信徒会
館は現在のところ宗務行政の機能を有していることから欠かせない存在ではあるが、今
後のあり方について喫緊に検討してもらうこと。

　２,　�今後の檀信徒会館の運営の見通しは勿論のこと、宗費の賦課に万が一にも影響が出ない
ように将来的な財政戦略の早急なる策定と実行を実現させること。

　３,　�新型コロナウイルス感染症により、今年度はやむを得ないものと認識しつつも、事態の
早期好転は難しく、収益の見込みが不透明でありホテルの経営が困難な現状を現内局に
おいては強く認識をし、さらに、各議員にいち早く情報の開示をすること。宗門寺院に
対しも包み隠さず情報の発信をすること等を申し添えたところであります。

（結　論）
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてしまったことから、繰り返しとなりますが、
今次宗議会でこの消却金の元入れ金 478,000,000 円を否決した場合、来年度の予算が組めない。
すなわち、それほど檀信徒会館の経営状態が悪化の一途を辿っているということが言えます。
新型ウイルス感染者は国内では昨年 10 月末頃より減ってきているとは言え、外国からの旅行客
が戻ってこない限りまだまだ経営の悪化が推移することとなります。
　世界保健機関（WHO）は、昨年 11 月 29 日に新しい変異株オミクロン株が国際的に拡散する
公算が大きく、世界規模のリスクは「極めて高い」と分析し加盟国に宛てて報告内容を発表した。
このことから、まだまだ予断を許さない状況が続くことが想定されます。
　私ども議員は、議会中同じ委員会に所属する機会が多々ありました。その都度、早期に檀信
徒会館の将来像を描いてくれるようにと強く要望して来た経緯があります。
　しかしながら、残念なことに未だに将来構想が描けていない状況であります。収益の見込み
が不透明でありホテルの経営が困難な現状を現内局が強く受け止め、私どもが長年に渉って要
望してきたことが現実味を帯びたものになるよう、今後もその姿勢を崩すことなく要望し続け
ることをここに表明させて頂くことを申し添えます。
　最後に、檀信徒会館事業本部からのお願いとして、コロナ禍ではありますが上京の折には秋
田県管内寺院並びに檀信徒の方々が、檀信徒会館をご利用くださいとの伝言を頂戴しておりま
す。� 以上
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室
分
室
主
事
・
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
ふ

く
し
ま
事
務
局
長
兼
理
事
の
久
間
泰
弘

老
師
を
お
迎
え
し
、「
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
を
迎
え
て
―
今
、
伝
え
た
い

こ
と
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
福
島
の
現
状
と
こ
れ
ま
で
の

様
々
な
問
題
、
こ
れ
か
ら
の
被
災
地
支

援
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
災
害
が
あ
っ
た
時
に
、
私
た
ち
に
出

来
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
様
主

催
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ�

Ｏ
Ｎ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」
で
配
信
さ

れ
る
動
画
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
ハ

ワ
イ
で
国
際
布
教
師
を
さ
れ
て
い
る
能

代
市
長
慶
寺
の
深
川
尚
隆
師
と
私
と
の

対
談
動
画
で
す
。
ハ
ワ
イ
の
宗
教
事
情

や
国
際
布
教
師
の
日
常
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
大
変
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
、
秋
曹
青
の
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
高
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
秋
曹

青
に
対
し
ま
し
て
ご
指
導
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
お
年

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
よ
り
県
内
御
寺
院
様
に
は

格
別
な
る
ご
法
愛
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
四
月
の
定
期
総
会
で
、
赤
石
基

彦
前
会
長
よ
り
引
き
継
ぎ
、
第
二
十
一

期
秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
（
以
下
秋
曹

青
）
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
頼

り
な
い
会
長
で
は
あ
り
ま
す
が
、
周
り

の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
九
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
宗
門
行
事
に
限
ら

ず
、
様
々
な
催
し
物
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
中
、
秋
曹
青
で
は
感
染
状

況
を
見
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

感
染
対
策
を
万
全
に
し
て
研
修
会
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
研
修
で
も
あ
る
「
弁
道
会
」

は
、
六
月
二
十
九
日
に
東
北
管
区
教
化

セ
ン
タ
ー
布
教
師
の
長
岡
俊
成
老
師
を

お
招
き
し
て
「
共
に
考
え
よ
う
『
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
×
寺
院
の
可
能
性
』」
と
題
し
ま

し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

年
半
ぶ
り
に
会
員
が
集
ま
っ
て
行
う
研

修
会
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
つ
い
て
学
び
、
お
寺
で
は
何
が
で

き
る
の
か
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
七
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害
時

に
は
秋
田
市
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
今
年

度
よ
り
災
害
時
の
協
定
を
結
ん
で
お
り

ま
す
宗
務
所
婦
人
会
様
か
ら
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
心
強
く
あ
り

が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
有
事
の
際
に
は
婦
人
会
様
と
協
力
し

な
が
ら
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
行
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
十
月
二
十
三
日
に
は
「
随

聞
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
十
年
と
い
う
こ
と

で
、
大
切
な
方
を
亡
く
し
た
方
の
た
め

の
「
祈
り
の
つ
ど
い
」
を
併
催
し
、
震

災
で
な
く
た
っ
た
方
の
ご
供
養
と
、
被

災
地
の
復
興
を
祈
願
す
る
法
要
も
行
い

ま
し
た
。
講
師
に
、
曹
洞
宗
復
興
支
援

年
頭
に
あ
た
り

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
会
長　

栗　

谷　

大　

三
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Ｓ
さ
ん

�

永
泉
寺
副
住
職　

猪　

股　

尚　

典

　
健
康
長
寿
が
善
で
、
病
気
に
な
る
事
が

悪
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
Ｃ
Ｍ
が
毎
日
放

送
さ
れ
て
い
る
。
生
死
に
関
す
る
事
は
、

諸
行
無
常
で
あ
る
が
故
に
善
悪
は
無
い
と

批
判
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
は
高
齢
の

方
に
一
日
で
も
長
く
生
き
し
て
欲
し
い
と

願
う
。
そ
の
一
人
が
Ｓ
さ
ん
だ
。

　
Ｓ
さ
ん
は
大
正
十
四
年
生
ま
れ
で
、
今

年
九
十
六
歳
に
な
る
ご
婦
人
で
あ
る
。
連

れ
合
い
の
方
を
二
十
数
年
前
に
亡
く
さ

れ
、
お
子
さ
ん
は
お
ら
ず
一
人
暮
ら
し
。

親
族
は
県
外
に
い
る
。
し
か
し
と
に
か
く

元
気
な
の
だ
。
一
人
で
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
買
い
物
に
行
き
、
大
雪
の
日
も
玄

関
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
塊
を
自
分
で
寄
せ

て
し
ま
う
。
家
は
い
つ
も
綺
麗
に
掃
除
さ

れ
、
仏
壇
の
お
供
え
も
常
に
鮮
や
か
だ
。

規
則
正
し
く
生
活
し
、
仏
様
を
大
切
に
な

さ
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
毎
月
旦

那
さ
ん
の
月
命
日
に
お
伺
い
し
、
読
経
後

に
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
世
間
話
を
す
る
時

間
が
と
て
も
温
か
い
。

　
今
年
五
月
、
毎
月
の
供
養
に
伺
っ
た
時

だ
。
世
間
で
は
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
よ
う
や
く
始
ま
り
、
我
先
に
と
電
話
に

殺
到
し
た
人
々
が
繋
が
ら
ず
苛
立
っ
て
い

た
。
私
は
心
配
に
な
っ
て
Ｓ
さ
ん
に
予
約

が
取
れ
た
か
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
意
外

な
答
え
が
返
っ
て
き
た
の
だ
。

「
い
い
え
、
ま
だ
何
に
も
し
て
ま
せ
ん
よ

（
笑
）」

―
え
っ
、
何
か
持
病
が
あ
っ
て
お
医
者
さ

ん
に
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

「
い
い
え
、
い
た
っ
て
元
気
で
す
よ
。」

―
で
は
ど
う
し
て
予
約
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
す
か
？

「
あ
の
ね
、
和
尚
さ
ん
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
い
た
ら
医
療
従
事
者
の
人
だ
っ
て
ま
だ

打
っ
て
な
い
人
が
い
る
っ
て
言
う
じ
ゃ
な

い
。
お
陰
様
で
私
な
ん
か
人
様
よ
り
長
生

き
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と

優
先
す
べ
き
人
に
打
っ
て
も
ら
い
た
く

て
。
私
な
ん
か
落
ち
着
い
た
頃
で
い
い
の

よ
（
笑
）」

　
高
齢
で
あ
る
自
分
が
コ
ロ
ナ
に
罹
患
す

れ
ば
、
重
症
化
し
て
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
事
は
よ
く
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
。そ
れ
で
も
他
人
に
譲
り
た
い
と
願
う
。

仏
の
教
え
を
指
針
と
し
て
生
き
る
Ｓ
さ
ん

が
、
慈
悲
の
観
音
様
の
よ
う
に
み
え
た
。

人
と
し
て
の
大
切
な
事
、
本
当
の
幸
せ
な

生
き
方
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

ど
う
か
皆
さ
ん
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
隔
た
り

�

蔵
堅
寺
住
職　

門　

脇　

真　

海

　

昨
年
三
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
騒
動
が
未
だ
感
染
者
が
減
少
し
て

き
て
い
る
と
は
い
え
続
い
て
い
る
。
拙
寺

は
令
和
三
年
六
月
に
予
定
し
て
い
た
先
住

忌
と
再
会
結
制
に
併
せ
て
東
堂
の
本
葬
も

修
行
し
た
。
当
時
、
秋
田
県
内
は
感
染
者

が
殆
ど
い
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
参
列

者
の
規
模
縮
小
と
食
事
の
持
ち
帰
り
で
対

応
し
た
が
、
役
員
さ
ん
の
中
に
は
世
の
中

の
あ
ら
ゆ
る
行
事
が
延
期
・
中
止
を
強
い

ら
れ
て
い
る
の
に
、
何
故
延
期
せ
ず
に
強

行
す
る
の
か
？
寺
の
行
事
は
特
別
な
の
か

と
？
声
高
に
唱
え
る
方
が
い
た
。
幸
い
他

の
役
員
さ
ん
方
は
住
職
の
提
案
に
賛
成

し
、
準
備
か
ら
当
日
ま
で
の
役
割
分
担
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
結
果
的
に
感
染

者
が
出
な
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
と
い
う

考
え
で
は
な
く
、
危
機
管
理
が
甘
い
と
、

つ
い
十
一
月
半
ば
の
忘
年
会
で
も
叱
咤
さ

れ
た
。
東
堂
の
一
周
忌
を
令
和
四
年
三
月

の
涅
槃
会
で
併
修
し
た
い
と
い
う
提
案
を

し
た
と
こ
ろ
の
当
該
役
員
の
反
応
で
あ

る
。
他
の
役
員
さ
ん
達
は
黙
っ
て
聞
い
て

い
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
再
考
し
ま
す
と

答
え
て
そ
の
場
を
収
め
た
。
私
の
中
で
は

ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
り
、
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
ど
こ
か
の
知
事
は
対
策
を

し
な
が
ら
忘
年
会
を
奨
励
し
て
い
た
時
期

で
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
初
期
段
階
か
ら
続

く
自
粛
と
い
う
言
葉
が
当
地
で
は
未
だ
健

在
な
の
か
と
驚
い
た
。
当
然
な
が
ら
時
期

や
状
況
、
立
場
に
よ
り
対
応
は
分
け
る
べ

き
で
あ
る
が
、
頭
の
中
を
更
新
し
な
い
方

も
未
だ
多
く
い
る
の
は
土
地
柄
な
の
か
と

さ
え
思
う
。
自
粛
警
察
が
蔓
延
る
と
い
う

こ
と
は
、そ
れ
だ
け
周
り
の
目
を
気
に
し
、

他
人
と
同
調
す
る
こ
と
が
地
域
の
掟
と
考

え
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
、
十
四

年
前
に
県
外
か
ら
来
た
私
に
は
思
え
て
し

ま
う
。
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
隔

た
り
の
正
体
な
の
か
。
窮
屈
と
感
じ
れ
ば

都
会
に
移
住
す
る
若
者
が
止
ま
ら
な
い
、

し
か
も
同
一
労
働
な
の
に
給
料
が
全
然
違

う
。
ど
う
や
っ
て
流
出
を
止
め
る
の
？
流

出
イ
コ
ー
ル
地
域
の
存
続
危
機
、
そ
し
て

寺
院
経
営
の
破
綻
と
、
続
く
道
の
上
に
い

る
と
自
覚
し
て
い
る
。
更
に
コ
ロ
ナ
で
加

速
し
て
い
る
。

五
庵
山
抄

─
第
三
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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�
仏
さ
ま
を
感
じ
る

�
泉
秀
寺
住
職　

五
十
嵐　

恒　

憲

　

あ
る
日
の
新
聞
に
、「
知
る
こ
と
は

感
じ
る
こ
と
の
半
分
も
重
要
で
は
な

い
」
と
の
言
葉
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
は
、

一
九
六
二
年
に
『
沈
黙
の
春
』
で
環
境
汚

染
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
海

洋
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
が

『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』
に
記
し

た
言
葉
で
あ
る
。

　
我
が
身
を
振
り
返
る
と
、
曹
洞
禅
や
仏

法
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
仏
事
や
参
禅
会
等
で
わ
か
り
や
す
く

説
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ
れ
を

よ
い
こ
と
と
思
い
込
み
、
疑
問
を
持
つ
こ

と
も
な
く
進
ん
で
き
た
が
、
新
聞
の
言
葉

は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
よ
い
機
縁
に

な
っ
た
。

　
ど
う
す
れ
ば
仏
さ
ま
を
感
じ
て
も
ら
え

る
か
。
従
来
の
私
の
話
で
は
、
仏
さ
ま
に

つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
感
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
今
ま

で
出
会
っ
た
和
尚
さ
ん
の
中
に
は
、
読
経

や
梅
花
の
声
に
、
仏
事
の
身
体
に
、
あ
る

い
は
日
常
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
、
仏
さ

ま
を
感
じ
ら
れ
る
方
々
が
確
か
に
存
在
し

た
こ
と
に
気
づ
く
。

　
あ
ら
ゆ
る
場
で
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ

る
昨
今
で
あ
る
が
、
場
を
共
有
し
、
姿
を

見
て
い
る
だ
け
で
、
声
を
聞
い
て
い
る
だ

け
で
、
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
れ
る
仏

事
が
で
き
た
ら
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
う
。

　
死
生
観
が
多
様
化
し
、
仏
事
や
供
養
の

簡
素
化
が
著
し
い
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、

意
義
や
必
要
性
を
説
く
こ
と
に
目
が
向
き

が
ち
で
あ
る
が
、
会
衆
が
仏
さ
ま
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
「
あ
り
が
た
い
仏
事
」
は

言
葉
よ
り
も
ず
っ
と
説
得
力
を
持
つ
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
仏
事
は
文
字
通

り
「
有
り
難
し
」
な
の
だ
が
、
ま
ず
は
半

歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
と

思
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

高
祖
様
と
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

�

高
建
寺
住
職　

佐　

藤　

成　

孝

　
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
も
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
日

本
に
限
っ
て
は
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が

見
え
は
じ
め
た
事
は
ま
こ
と
に
悦
ば
し
い

事
で
す
。

　
人
類
の
歴
史
は
感
染
症
（
伝
染
病
）
の

歴
史
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

古
来
よ
り
わ
が
国
で
は
疱
瘡
（
天
然

痘
）、
コ
レ
ラ
（
虎
狼
痢
）、
労
咳
（
肺
結

核
）、
赤
痢
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
、

ま
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ペ
ス
ト
（
黒

死
病
）
が
２
～
３
世
紀
に
わ
た
り
社
会
を

震
撼
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
祖
道
元
禅
師
の
ご
在
世
も
ま
た
承
久

の
変
を
は
さ
み
、
京
、
鎌
倉
は
じ
め
各
地

は
洪
水
、
暴
風
、
干
ば
つ
、
大
飢
饉
に
見

舞
わ
れ
、
天
然
痘
や
他
の
疫
病
が
流
行
し

ま
し
た
（
日
本
災
害
年
表
）。

　
除
災
、
疫
病
退
散
の
ご
祈
祷
が
各
地
で

行
わ
れ
る
さ
中
、
高
祖
様
に
よ
る
本
邦
初

の
僧
堂
開
創（
興
聖
寺
、永
平
寺
）に
よ
っ

て
行
じ
ら
れ
た
の
は
、
脚
下
の
威
儀
作
法

に
よ
る
徹
底
し
た
衛
生
管
理
で
し
た
。

　
そ
の
ご
垂
示
は
コ
ロ
ナ
禍
の
現
代
に
大

い
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

そ
の
一
端
を
列
挙
し
て
み
ま
す
。
紙
面
に

限
り
あ
る
た
め
以
下
に
と
ど
め
ま
し
た
。

典
座
教
訓

・
斎

さ
い
し
ゅ
く粥

物も
つ

料り
ょ
うを

調
辨
す
…
…
浄
潔
、
精せ

い

誠せ
い

、
精せ

い
潔け

つ
、
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うな

る
べ
し
、
護ご

し
ゃ
く惜

す
べ
し

赴
粥
飯
法

・
手
を
も
っ
て
飯は

ん

を
ま
ろ
め
て
食じ

き

す
べ
か

ら
ず

・
汚
れ
た
る
手
も
て
食じ

き
す
べ
か
ら
ず

・
手
を
護
し
て
浄き

よ
か
る
べ
し

・
食じ

き
を
含
ん
で
言ご

ん
ご語
す
る
事
を
得
ざ
れ

　
洗
浄
の
巻

・
厠し

ち
ゅ
う中
（
東
司
）、
洗
浄
如
法
に
し
て
浄

潔
な
ら
し
む
べ
し
…
…
洗
浄
洗
手
の
法

（
略
）

　
洗
面
の
巻

・
身し

ん
じ
ん心
内な

い
げ外
を
き
よ
む
る
な
り
…
…
洗
面

の
法
（
略
）

・
漱そ
う
こ
う口

刮か
つ
ぜ
つ舌

（*

）
た
び
た
び
し
云
々

…
…
嚼し

ゃ
く
よ
う
じ

楊
枝
（
歯
み
が
き
）
の
法
（
略
）

・
端
座
坐
禅
せ
ん
と
す
る
に
は
、
か
な
ら

ず
洗
足
す

　
い
に
し
え
よ
り
我
が
国
に
嚼
楊
枝
の
習

慣
は
あ
っ
て
も
洗
面
の
習
慣
は
な
く
、
高

祖
様
の
「
洗
面
の
巻
」
に
よ
っ
て
日
本
に

初
め
て
洗
面
が
広
ま
っ
た
こ
と
は
す
で
に

周
知
の
と
お
り
で
す
。

　
高
祖
様
以
来
、
衣
食
住
に
お
け
る
綿
密

な
衛
生
観
念
と
実
践
作
法
が
太
祖
様
の
教

線
拡
大
に
よ
っ
て
徐
々
に
日
本
社
会
に
浸

透
し
、
そ
の
生
活
文
化
が
現
代
も
な
お
コ

ロ
ナ
禍
の
感
染
抑
制
に
少
な
か
ら
ず
寄
与

し
て
い
る
事
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

*

漱そ
う
こ
う口

刮か
つ
ぜ
つ舌

：
口
を
す
す
ぎ
楊
枝
で
舌
を

こ
す
る

理
想
と
現
実
、
僧
侶
も
悩
む
、
迷
う

�

寶
圓
寺
住
職　

鷹　

照　

泰　

憲

　
在
家
の
方
は
給
与
を
得
て
、
宗
門
に
携

わ
る
我
々
僧
侶
は
布
施
を
得
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
現
実
に
寺
院
も
霞
を
食
べ
て
生

き
て
い
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
す
。
私

も
教
員
を
し
な
が
ら
師
父
の
手
伝
い
や
檀

務
、
お
寺
の
法
要
等
を
こ
な
し
、
ど
ち
ら

か
一
つ
な
ら
ど
れ
程
楽
だ
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
た
の
が
四
年
前
の
事
で
し
た
。
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考
え
た
結
果
、
檀
信
徒
の
教
化
を
大
切

に
し
よ
う
と
若
年
退
職
し
、
そ
れ
と
同
時

に
住
職
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
然
そ
の
分
の
収
入
は
激
減
で
す
。

金
、
金
、
金
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や
は
り

お
金
は
あ
れ
ば
便
利
、
な
け
れ
ば
正
直
不

便
で
す
。
し
か
し
、
教
師
も
僧
侶
も
人
を

導
く
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
む
し
ろ

様
々
な
人
と
自
由
に
色
々
な
話
が
出
来
る

住
職
は
、
収
入
を
あ
え
て
忘
れ
れ
ば
良
い

選
択
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
と
色
々
な
場
面
で
会
話
を
し

て
い
る
と
、
人
間
は
心
の
安
寧
に
飢
え
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
物
質
的
に
豊
か

で
も
、
心
の
中
は
世
の
中
の
様
々
な
事
で

磨
り
減
り
、
本
来
人
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
は
ず
の
物
や
情
報
が
、
人
の

心
を
苦
し
め
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
い
ま
の
現
実
す
べ
て
を
否
定

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
宗
門
で
い
う

な
ら
、
葬
儀
を
せ
ず
に
お
骨
を
お
墓
に
納

め
て
終
わ
り
、
法
事
も
仕
事
が
優
先
で
参

加
し
な
く
て
も
当
た
り
前
で
い
ら
れ
る
こ

と
等
を
、
現
代
の
風
潮
で
片
付
け
て
も
良

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
私
達
宗
教
に
携
わ
る
者

は
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
当
の
心
の
安
寧
を
我
々
は
届
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
は
ず
な
の
で
す
が
現
実
は

冒
頭
に
書
い
た
我
々
も
人
間
で
あ
り
、
霞

を
食
べ
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
狭
間
で
檀
信
徒
の
教
化
と
職
業

と
し
て
の
僧
侶
で
あ
る
自
分
の
生
活
で
モ

ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
宗
教

に
は
そ
の
答
え
を
導
く
力
が
き
っ
と
あ
る

は
ず
で
す
。
皆
さ
ん
は
そ
の
答
え
を
持
っ

て
い
ま
す
か
。

　
ど
な
た
か
ス
ト
ン
と
落
ち
る
よ
う
な
解

答
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。
謝
誼
は
あ

り
ま
せ
ん
が
（
笑
）

い
つ
か
の
旅
の
お
話

�
円
通
寺
住
職　

近　

藤　

俊　

彦

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ど
こ
か
に
出
か
け

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
日
に
日
に
薄
れ

て
し
ま
っ
た
。
二
年
前
の
二
月
、
秋
田
曹

青
の
仏
跡
巡
拝
旅
行
で
イ
ン
ド
を
訪
れ
た

こ
と
が
も
う
遥
か
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
る
。
今
の
世
相
を
考
え
る

と
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
現
で
き
た
貴

重
な
旅
で
あ
っ
た
。

　
先
日
、
断
捨
離
も
兼
ね
て
引
き
出
し
の

整
理
を
し
て
い
る
と
、
奥
の
方
か
ら
古
い

メ
モ
帳
が
出
て
き
た
。
約
二
十
年
前
に
中

国
を
初
め
て
一
人
旅
し
た
時
の
も
の
で
、

旅
先
で
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き
留
め
た
あ

れ
こ
れ
や
、
現
地
の
人
々
と
の
筆
談
で
の

や
り
取
り
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
て
、
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
た
記
憶
が
懐
か
し
く
よ
み

が
え
っ
て
き
た
。

　
当
時
、
ザ
ッ
ク
一
つ
で
旅
を
す
る
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
に
憧
れ
て
お
り
、
偶
々
テ
レ

ビ
番
組
で
見
た
「
変
面
」（
四
川
省
の
川

劇
の
一
つ
、
お
面
を
瞬
時
に
変
え
る
伝
統

芸
）
に
興
味
を
抱
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
中

国
を
旅
先
に
決
め
た
。
期
間
は
約
一
ヶ

月
。
場
所
は
十
一
月
の
雲
南
省
と
四
川
省

で
、
大
ま
か
に
昆
明
→
大
理
→
麗
江
→
中

甸
→
成
都
と
い
う
中
国
の
西
南
端
を
ぐ
る

り
と
周
る
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
交
通
手
段

は
常
時
乗
り
継
ぎ
の
生
活
バ
ス
。
道
路
状

況
は
未
舗
装
路
が
多
く
、
快
適
と
は
程
遠

い
車
内
で
寒
さ
と
揺
れ
に
耐
え
な
が
ら
移

動
し
た
。
宿
は
そ
の
都
度
格
安
の
相
部
屋

を
探
し
て
の
宿
泊
。
町
の
食
堂
や
屋
台
で

は
、
外
観
は
汚
い
が
ハ
ズ
レ
な
し
の
地
元

飯
を
堪
能
し
た
。
あ
る
日
の
出
先
で
同
い

年
位
の
女
性
に
「
南
京
事
件
」
の
事
を
鋭

く
詰
問
さ
れ
た
時
は
、
歴
史
教
育
の
怖
さ

と
己
の
無
知
を
実
感
し
た
。
他
に
も
様
々

な
出
来
事
や
出
会
い
が
あ
っ
た
が
、
田
舎

の
市
井
の
人
々
の
多
く
は
素
朴
で
人
懐
っ

こ
く
、
拙
い
片
言
の
中
国
語
と
筆
談
で
も

十
分
気
持
ち
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
成
都
で
観
た
目
的
の
「
変
面
」
の
妙

技
は
圧
巻
で
あ
っ
た
し
、
中
甸
な
ど
の
チ

ベ
ッ
ト
文
化
圏
で
は
、
活
仏
や
建
築
、
タ

ン
カ
（
仏
画
）
の
製
作
現
場
な
ど
初
め
て

そ
の
仏
教
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
中
国
国
内
に
お
け
る
総
移
動
距
離
は
約

二
千
六
百
キ
ロ
。洗
濯
も
ろ
く
に
で
き
ず
、

ほ
ぼ
苦
行
バ
ス
で
の
移
動
だ
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
若
さ
と
体
力
で
よ
く
乗
り
切
っ

た
も
の
だ
と
思
う
。
無
事
に
帰
っ
て
来
る

こ
と
が
前
提
だ
が
、
異
文
化
や
未
知
の
物

事
に
触
れ
る
旅
は
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し

て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
海
外
へ
出
る
こ
と

で
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
く
再
認
識
で

き
る
。久
し
ぶ
り
に
開
い
た
メ
モ
帳
に
は
、

当
時
二
十
代
の
自
分
が
そ
こ
で
体
験
し
た

感
動
や
発
見
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
あ
の
頃

の
よ
う
な
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
無
茶

な
一
人
旅
は
も
う
で
き
そ
う
に
な
い
が
、

ま
た
早
く
自
由
気
ま
ま
に
出
か
け
ら
れ
る

日
が
戻
っ
て
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
る
。

　
　
※�

当
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
順
は
原
稿
到

着
順
で
す
。

表紙の言葉

望春

充電充分、

　花開け今年こそ
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な
こ
と
も
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。「
か

た
よ
ら
な
い
・
こ
だ
わ
ら
な
い
・
と
ら
わ

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
口
に
出
し
て

言
っ
て
み
る
と
大
概
の
事
が
あ
て
は
ま

り
、
何
が
本
当
に
大
切
な
事
か
と
い
う
こ

と
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
他
の
人
の
話
を
聞
く
姿
勢
で

大
切
な
事
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
や
若
者
の
死
因
の
大
き
な
理
由

に
自
死
が
増
え
て
い
る
こ
の
世
の
中
で
、

生
き
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
事
か
を
考
え

る
様
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
当
に
大
切

な
こ
と
は
、
命
が
あ
れ
ば
良
い
だ
け
で
な

く
、
生
き
生
き
と
生
き
て
い
る
こ
と
、
一

生
懸
命
に
物
事
に
取
り
組
む
事
で
死
を
考

え
る
暇
が
な
く
な
る
。
生
き
て
い
る
と
は

ど
う
い
う
事
か
と
考
え
る
世
の
中
に
な
る

と
い
う
お
話
に
、
命
は
自
分
だ
け
の
も
の

で
な
く
、
人
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
社
会

に
で
き
て
い
る
の
だ
と
、
改
め
て
周
囲
の

人
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

　

令
和
三
年
十
一
月
四
日「
禅
を
聞
く
会
」

で
の
養
老
孟
司
先
生
の
講
演
は
、
昨
年
か

ら
の
延
期
も
あ
り
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

養
老
先
生
の
お
話
は
、
多
岐
に
渡
り

色
々
な
方
面
か
ら
例
を
あ
げ
て
私
た
ち
に

考
え
る
こ
と
の
ヒ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
て
お

り
、
物
事
へ
の
取
り
組
み
方
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
様
に
感
じ
ま
し

た
。

　

世
の
中
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
様
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
は
「
物
事
を
細
か
く

見
る
様
に
な
り
、
あ
る
所
が
よ
く
わ
か
る

と
自
分
で
は
進
歩
し
た
様
に
思
う
が
、
他

の
所
が
見
え
て
い
な
い
事
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
お
話
に
確
か
に
そ
の
様

心
を
保
つ
ヒ
ン
ト
か
ら

　
　
　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と

金
浦
寺
寺
族　

佐
々
木
明
子

た
。

　

多
方
面
か
ら
の
お
話
で
難
し
く
も
あ
り

ま
し
た
が
、
八
十
四
歳
と
い
う
年
齢
で
昨

年
大
病
を
患
わ
れ
た
と
の
お
話
で
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
生
き
生
き
と
お
話
し
さ
れ

る
先
生
の
お
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
を

し
っ
か
り
と
心
に
留
め
る
こ
と
に
よ
り
自

分
の
心
を
保
つ
こ
と
に
な
る
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

�

合
掌

　

二
年
近
く
に
も
な
る
自
粛
生
活
で
外
出

も
少
な
く
な
り
人
と
会
話
す
る
機
会
も

減
っ
て
人
生
を
楽
し
く
明
る
く
な
ど
と
い

う
気
も
薄
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
十
月
、
禅
セ
ン
タ
ー
か
ら
案
内

が
届
い
た
。

　

禅
セ
ン
タ
ー
三
十
周
年
記
念
講
演
会
を

開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
教

講
座
も
暫
く
は
開
か
れ
な
い
と
思
っ
て
た

の
で
正
直
嬉
し
か
っ
た
。
県
内
の
コ
ロ
ナ

感
染
者
は
減
っ
て
来
て
い
る
と
は
い
え
、

多
く
の
人
を
集
め
て
開
催
す
る
事
は
容
易

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

　
　
　
　
　
講
演
会
に
感
謝

�

仏
教
講
座
講
員　

中
泉　

好
子

曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー

創
立
三
十
周
年
記
念
講
演

  「
心
を
保
つ
ヒ
ン
ト 

―
― 

本
当
に
大
切
な
も
の 

―
―
」

 

養
老
　
孟
司 

氏
　

な
ら
ぬ
決
断
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
案
内
を
受
け
取
っ
た
私
に
と
っ

て
は
楽
し
み
が
一
つ
で
き
た
。ま
し
て「
バ

カ
の
壁
」
の
著
者
で
あ
る
養
老
孟
司
氏
と

な
れ
ば
是
非
と
も
行
き
た
い
と
待
ち
望
ん

だ
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

　

実
際
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
の
会
場
は
満

員
で
あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
、
元
気
だ
っ
た

と
言
う
声
が
其
処
、此
処
で
聞
え
て
い
た
。

皆
マ
ス
ク
顔
で
あ
っ
た
が
楽
し
そ
う
に
見

え
た
。

　

私
も
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
友
と
出
会
っ

た
。

　
「
バ
カ
の
壁
」
を
始
め
多
く
の
著
書
、

解
剖
学
、
脳
科
学
、
医
学
、
生
物
学
等
々

広
い
分
野
で
御
活
躍
で
あ
る
先
生
で
あ
れ

ば
哲
学
的
な
話
で
も
と
思
い
き
や
、
先
ず

十
八
年
間
暮
し
た
猫
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
事
、
今
は
野
良
猫
が
や
っ
て
来
て

飼
っ
て
る
こ
と
、
そ
し
て
唯
一
客
観
的
な

事
実
と
し
て
猫
は
居
心
地
の
悪
い
所
に
は

決
し
て
居
な
い
動
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

話
さ
れ
た
。

　

演
題「
心
を
保
つ
ヒ
ン
ト
」と
し
て
ボ
ー

ド
に
三
つ
の
言
葉
を
書
か
れ
た
。
か
た
よ

ら
な
い
・
た
よ
ら
な
い
・
こ
び
な
い
、
こ

の
言
葉
を
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
て
い
る
の

だ
と
言
う
。

　

仏
教
に
も
通
じ
医
学
、
科
学
等
々
を
専
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令和 4年度布教師検定会のご案内
　令和 4年度の布教師検定会は、現在のところ下記の通り開催される予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．期　　日　　　第 1回　令和 4年 5月 25 日（水）～ 26 日（木）
　　　　　　　　　第 2回　令和 5年 1月 11 日（水）～ 12 日（木）
２．会　　場　　　曹洞宗宗務庁
３．申請書類　　　布教師検定申請書（様式教化第 15 号）
４．締　切　日　　　第 1回　令和 4年 4月 22 日（金）
　　　　　　　　　第 2回　令和 4年 12 月 9 日（金）
　　　　　　　　　（宗務所経由にて宗務庁必着のこと）
　受検希望の方は宗務所にお問い合わせください。詳しい要項をお届けします。

門
と
し
て
い
る
先
生
が
一
瞬
意
外
な
気
も

し
た
が
、
人
間
の
心
の
弱
さ
を
十
分
に
承

知
し
て
い
る
先
生
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
養
老
孟
司
と
い
う
人
間

を
垣
間
見
た
よ
う
に
思
え
た
。
す
ば
ら
し

い
講
演
を
し
て
下
さ
っ
た
養
老
先
生
、
そ

し
て
企
画
し
て
下
さ
っ
た
禅
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
禅
を
聞
く
会
』
に
出
席
し
て

�

仏
教
講
座
講
員　

永
井　
　

譲

　

講
演
会
当
日
、
会
場
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
４
Ｆ
放
光
の
間
は
、
養
老
先
生

の
お
話
へ
の
期
待
を
持
っ
た
多
く
の
方
で

埋
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
生
が
曹
洞
宗
梅
花
流
師
範

の
皆
様
に
よ
る
「
三
宝
御
和
讃
」
の
お
唱

え
に
迎
え
ら
れ
入
場
な
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
こ
と
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を

と
お
し
て
は
存
知
あ
げ
て
お
り
ま
し
た
。

鎌
倉
市
出
身
・
医
師
で
あ
り
解
剖
学
者
・

「
バ
カ
の
壁
」
の
著
者
で
あ
る
こ
と
な
ど

で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
直
接
お
話
を

聞
く
機
会
は
な
く
、
こ
の
度
の
「
禅
を
聞

く
会
」
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
。
演
題
の
『
心
を
保
つ
ヒ
ン
ト
―
本

当
に
大
切
な
も
の
―
』
も
私
に
と
っ
て
魅

力
的
な
も
の
で
し
た
。

　

先
生
は
、
講
演
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
・
動
物
・
虫

な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
に
対
す
る
優
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
時
折
、
歩
き
な
が
ら
考
え
て
お

ら
れ
る
よ
う
な
仕
草
は
、
教
授
時
代
の
講

義
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
妙
心
寺

派
・
高
田
好
胤
老
師
の
言
わ
れ
た
『
こ
だ

わ
ら
な
い
、
と
ら
わ
れ
な
い
、
か
た
よ
ら

な
い
』
こ
と
を
自
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
で
き
る
な
ら
ば
多
く
の

人
も
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
宗

務
所
主
催
の
仏
教
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
や

諸
先
輩
か
ら
の
教
え
を
も
と
に
遅
く
は
な

り
ま
し
た
が
可
能
な
限
り
心
豊
か
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
曹
洞
宗
秋

田
県
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
創
立
三
十
周

年
記
念
講
演
を
企
画
な
さ
い
ま
し
た
宗
務

所
長
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
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「
あ
な
た
の
菩
提
寺
の
ご
宗
旨
は
な
ん
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
た
と
し
よ
う
。
多
く
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
名
を
答

え
る
だ
ろ
う
。
で
は
続
い
て
、

　
「
そ
の
一
番
大
切
な
教
え
は
な
ん
で
す
か
？
」

　

た
と
え
ば
浄
土
真
宗
系
の
檀
信
徒
で
あ
れ
ば
「
南
無
阿
弥
陀
仏
で

す
」
と
言
う
だ
ろ
う
し
、
日
蓮
宗
の
檀
信
徒
で
あ
れ
ば
「
南
無
妙
法

蓮
華
経
で
す
」
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
わ
が
曹
洞
宗
の
檀
信
徒
は
ど
う

だ
ろ
う
。「
坐
禅
で
す
、
只
管
打
坐
」
な
ど
と
言
う
人
は
ど
れ
く
ら

い
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
、「
そ
れ
を
あ
な
た
は

や
っ
て
い
ま
す
か
？
」「
ご
住
職
は
い
か
が
で
す
か
？
」
と
問
え
ば

ど
う
だ
ろ
う
。

　

な
に
も
意
地
の
悪
い
こ
と
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
こ
こ
で
ジ
ク

ジ
た
る
思
い
を
煽
っ
た
り
、
曹
洞
宗
は
も
っ
と
広
く
坐
禅
を
教
え
な

け
れ
ば
だ
め
だ
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く

な
い
の
だ
か
ら
。

　

明
治
政
府
の
下
で
各
仏
教
教
団
が
組
織
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗

旨
を
成
文
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
曹
洞
宗
で
は
と

曹
洞
宗
の
お
し
え

特
別
寄
稿
（
３
）

も
か
く
も
坐
禅
を
そ
の
ハ
タ
ジ
ル
シ
と
し
た
が
、
そ
れ
は
「
あ
る
べ

き
」
理
念
を
掲
げ
た
の
で
あ
っ
て
、「
実
際
に
あ
っ
た
」
姿
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
話
を
始
め
た
い
。「
昔

は
ど
こ
の
お
寺
で
も
、
和
尚
さ
ん
も
檀
家
さ
ん
も
よ
く
坐
禅
を
し
た

も
の
だ
」
と
い
う
歴
史
を
少
な
く
と
も
私
は
知
ら
な
い
。
問
題
は
ど

の
よ
う
な
お
寺
と
檀
信
徒
の
姿
が
「
実
際
に
あ
っ
た
」
曹
洞
宗
だ
っ

た
か
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

卑
近
な
例
で
恐
縮
だ
が
、
私
の
師
（
祖
父
）
の
こ
と
を
引
き
合
い

に
し
よ
う
。
師
は
明
治
三
十
二
年
生
ま
れ
の
人
だ
っ
た
。
駒
澤
大
学

の
前
身
、
曹
洞
宗
大
学
を
卒
業
し
、
い
く
つ
か
の
地
方
僧
堂
安
居
の

後
、
僧
堂
の
常
在
布
教
師
と
い
う
役
を
数
年
務
め
た
。
大
学
で
は
漢

学
教
授
の
補
助
を
し
た
と
い
う
か
ら
相
応
の
学
力
は
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
僧
堂
ス
キ
ル
も
身
に
つ
い
て
い
た
。
言
わ
ば
曹
洞
宗
宗
旨
に

通
じ
た
人
だ
っ
た
と
思
う
。
昭
和
の
始
め
頃
、
三
十
歳
を
越
え
て
師

は
自
坊
に
帰
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
住
職
（
師
の
父
）
が
亡
く
な
り
後

席
を
嗣
い
だ
。
住
職
と
し
て
何
を
し
た
か
。

　

近
在
の
仲
間
に
呼
び
か
け
て
小
規
模
な
殖
産
活
動
を
開
始
し
た
。

北
秋
田
市
七
日
市
　
龍
泉
寺
　
佐
　
藤
　
俊
　
晃
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家
畜
・
家
禽
す
な
わ
ち
養
豚
、
養
鶏
、
家
兎
等
を
手
分
け
し
て
行
い
、

自
ら
は
寺
の
池
を
拡
張
し
て
養
鯉
を
、
裏
に
桑
の
木
を
植
え
座
敷
の

畳
を
上
げ
て
蚕
棚
を
置
き
養
蚕
を
始
め
た
。
椎
茸
栽
培
の
組
合
も

作
っ
た
。
そ
の
活
動
は
「
道
交
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
頃
嫁

入
り
し
た
祖
母
の
話
に
よ
る
と
、
当
時
寺
に
は
会
員
の
出
入
り
が
頻

繁
で
、
よ
く
集
ま
っ
て
は
酒
を
飲
み
、
大
き
な
声
で
時
に
は
け
ん
か

腰
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
勢
い
で
議
論
し
合
う
場
面
が
し
ば
し
ば
あ
っ

た
と
い
う
。
活
動
は
次
第
に
大
き
く
な
り
地
域
全
体
に
及
ん
で
有
畜

農
業
実
行
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

　

僧
堂
キ
ャ
リ
ア
の
イ
ン
テ
リ
青
年
僧
と
呼
ん
で
も
お
か
し
く
な
い

師
が
な
し
た
こ
と
は
、
坐
禅
会
で
も
布
教
法
話
の
会
で
も
文
筆
に
よ

る
広
報
活
動
で
も
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
土
に
ま
み
れ
、

生
活
の
実
利
を
生
み
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
思
惑
に
は
た

ん
に
地
域
住
民
の
生
計
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、

そ
の
活
動
自
体
が
自
分
自
身
の
宗
教
活
動
だ
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
仏
教
語
「
感
応
道
交
」
に
由
来
す
る
会
の
名
前
に

そ
の
こ
と
を
思
う
。

　

感
応
道
交
の
辞
書
的
な
意
味
は
、
仏
と
衆
生
と
の
融
合
、
ま
た
は

師
と
弟
子
と
の
機
が
投
合
す
る
こ
と
を
言
う
。
道
交
会
の
場
合
は
こ

れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
に
参
加
し
た
各
人
各
様
の
気
持
ち
が
相
い

投
合
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

四
摂
法
の
同
事
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
し
、
個
々
の
場
面
で
は
布
施
、

愛
語
、利
行
の
実
践
も
あ
る
だ
ろ
う
。だ
が
今
私
が
こ
う
し
て
シ
シ
ョ

ウ
ボ
ウ
な
ど
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
て
小
賢
し
く
説
明
す
る
よ
う

な
こ
と
を
師
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
一
緒
に
汗
を
流
し
、
笑
い
、
議

論
し
合
っ
て
、
地
域
の
暮
ら
し
に
活
力
を
与
え
て
い
た
。

　

私
は
そ
の
こ
と
が
師
が
寺
の
住
職
と
し
て
実
践
し
て
い
た
「
曹
洞

宗
の
教
え
」
だ
と
思
う
。
卑
近
な
例
に
こ
と
よ
せ
す
ぎ
た
か
も
し
れ

な
い
。
身
内
自
慢
を
し
た
い
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
じ
つ
は
こ
う

し
た
僧
侶
の
あ
り
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
お
寺
に
多
彩
な
姿
で

展
開
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
曹
洞
土
民
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に

浮
か
ぶ
。
私
が
言
い
た
い
の
は
、
私
た
ち
の
宗
教
活
動
と
は
念
仏
と

か
唱
題
目
と
か
坐
禅
と
か
、
そ
う
い
う
定
型
化
さ
れ
た
も
の
に
限
定

さ
れ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
機
に
応
じ
た
自
在
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

道
元
禅
師
の
「
坐
禅
ひ
と
す
じ
」
と
い
う
側
面
だ
け
を
強
調
す
る

必
要
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。「
仏
と
な
る
に
、
い
と
や
す
き

み
ち
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
悪
を
つ
く
ら
ず
、
生
死
に
著
す
る
こ
こ
ろ

な
く
、
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
あ
は
れ
み
ふ
か
く
し
て
、
上
を
う
や

ま
ひ
下
を
あ
は
れ
み
、
よ
ろ
ず
を
い
と
ふ
こ
こ
ろ
な
く
、
ね
が
ふ
心

な
く
て
、
心
に
お
も
う
こ
と
な
く
、
う
れ
ふ
る
こ
と
な
き
、
こ
れ
を

仏
と
な
づ
く
」（『
正
法
眼
蔵
生
死
巻
』）
こ
れ
も
ま
た
禅
師
の
教
え

で
あ
る
。
こ
の
核
心
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
活
動
と
し
て
の
現

れ
方
は
多
種
多
様
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

　

被
災
地
の
救
援
活
動
、
自
死
へ
傾
き
そ
う
な
人
へ
の
寄
り
添
い
、

い
じ
め
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、
近
年
話
題
に
な
っ
て
い

る
そ
ん
な
活
動
も
、
仏
教
者
の
非
定
型
な
活
動
の
一
つ
ひ
と
つ
だ
ろ

う
。
生
涯
、
非
定
型
な
宗
教
活
動
を
実
践
し
続
け
た
人
、
そ
の
代
表

的
な
一
人
が
釈
尊
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
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自
分
の
師
匠
の
言
葉
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
重
い
も
の
で
す
。

言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
そ
の
時
は
特
に
深
く
考
え
る
こ
と
が
な
く

て
も
、
後
に
な
っ
て
そ
の
真
意
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
大
き

な
問
い
と
な
っ
て
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　

安
居
生
活
を
終
え
師
寮
寺
（
師
匠
が
住
職
す
る
お
寺
、
今
の

自
分
の
住
職
地
）
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
師
匠
は
日
々
の
お
勤

め
や
近
隣
の
お
寺
様
で
の
法
要
に
随
喜
す
る
際
の
作
法
等
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ち
ゃ
ん
と
お
経
を
読
み
な
さ
い
」「
ち
ゃ

ん
と
塔
婆
を
書
き
な
さ
い
」
…
…
師
匠
に
は
そ
う
言
わ
れ
、
さ

ら
に
い
つ
も
他よ

そ所
の
和
尚
さ
ま
や
お
寺
の
様
子
を
よ
く
見
て
学

ぶ
よ
う
に
と
教
わ
り
ま
し
た
。
爾じ
ら
い来

た
だ
ひ
た
む
き
に
学
ん
で

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
師
匠

に
は
そ
の
都
度
読
経
や
書
き
物
を
み
て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
、
期
待
通
り
に
「
ち
ゃ
ん
と
」
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

確
か
め
ず
に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
師
匠
は
も
う
15
年
以

上
も
前
に
遷
化
し
ま
し
た
。
今
も
し
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
、
当
時
と
今
の
自
分
が
「
ち
ゃ
ん
と
」
し
て
い
る
か
、

そ
し
て
そ
の
意
味
を
聞
い
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

－�

参さ
ん
が
く学

の
人
、
且し
ば
らく

半は
ん
と途

に
し
て
始
め
て
得え

た
り
、
全ぜ
ん
と途

に

し
て
辞じ

す
る
こ
と
莫な
か

れ
。

（
仏
道
を
学
ぶ
も
の
は
、
そ
の
道
を
半
分
来
た
と
こ
ろ
で
よ
う
や

く
そ
れ
が
何
た
る
か
が
わ
か
り
始
め
る
も
の
で
あ
り
、か
と
い
っ

「
ち
ゃ
ん
と
」
の
意
味
が
分
か
る
時

秋
田
県
宗
務
所
ネ
ッ
ト
法
話
〈
10
〉

久
昌
寺
　
赤
　
石
　
基
　
彦
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て
す
べ
て
わ
か
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
し
て
も
そ
こ
で
や
め
て

は
い
け
な
い
。）

　

こ
れ
は
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
を
開
か
れ
た
道
元
禅
師
の
著

し
た
「
学
道
用
心
集
」
に
あ
る
一
文
で
す
。
こ
の
一
文
を
私
な

り
に
よ
く
考
え
る
と
、
仏
道
の
全
途
は
自
分
で
知
り
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
全
途
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
そ
の
半
途
が
い
つ
・
ど

こ
な
の
か
も
知
り
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
ち
ょ
う

ど
自
分
の
一
生
の
終
わ
り
と
真
ん
中
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
と
同
じ
で
す
。
と
す
れ
ば
、
半
途
全
途
が
い
つ
か
は
問
題
で

は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
意
味
を
持
つ
の
は
一
つ
の

行
に
当
た
っ
て
は
い
か
に
修
行
し
そ
の
態
度
を
持
続
す
る
か
で

あ
っ
て
、
道
元
禅
師
の
説
く
仏
道
修
行
は
そ
れ
に
尽
き
ま
す
。

　

師
匠
に
教
わ
っ
た
「
ち
ゃ
ん
と
」
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
そ
れ
は
一
生
か
け
て
も
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
私
に
は
繰
り
返
し
模
索
し
つ
つ
、
そ
の
時
々
を

大
切
に
一
つ
ひ
と
つ
至し
じ
ょ
う誠

に
勤
め
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
え
ば
師
匠
が
遷
化
し
た
時
、
弔
問
に
訪
れ
た
方
か
ら

「（
師
匠
は
）
和
尚
さ
ん
ら
し
い
和
尚
さ
ん
だ
っ
た
な
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
つ
か
自
分
が
遷
化
し
た
時
に
同
じ

よ
う
な
言
葉
が
ど
こ
か
ら
か
出
て
く
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
師
匠

の
教
え
を
少
し
は
実
践
で
き
た
証
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
中
の
「
ち
ゃ
ん
と
」
の
意
味
と
邂
逅
を
果
た
す
の
は
、
多

分
そ
の
時
な
の
で
し
ょ
う
。
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○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
に

よ
り
令
和
二
年
四
月
か
ら
行
事
の
中
止
・

延
期
が
相
次
い
で
お
り
ま
し
た
。
終
息
の

見
通
し
は
未
だ
見
え
ま
せ
ん
が
、
令
和
三

年
十
月
一
・
二
日
の
現
職
研
修
で
久
々
に

担
当
す
る
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
僧

は
勝
友
。
志
を
同
じ
く
す
る
諸
兄
弟
と
聞

法
で
き
る
有
り
難
さ
を
今
更
な
が
ら
実
感

し
ま
し
た
。

○
現
職
研
修
は
「
宗
乗　

元
曹
洞
宗
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師　

中
野
東
禅
老

師
」「
人
権
学
習　

岩
手
県
龍
泉
寺
住
職

　

石
ヶ
森
桂
山
老
師
」「
宗
務
庁
派
遣
講

師　

岩
手
県
大
興
寺
住
職　

桐
野
好
覚
老

師
」の
三
名
に
御
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
内
容
は
今
号
の
参
加
者
の
感
想
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
一
読
下
さ
い
。

○
希
望
者
は
リ
モ
ー
ト
参
加
も
可
と
し
た

今
回
の
現
職
研
修
。
参
加
者
の
実
に
九
割

が
在
宅
で
の
参
加
と
い
う
、
こ
の
時
勢
な

ら
で
は
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー

ト
参
加
者
へ
は
資
料
の
事
前
送
付
や
参
加

費
の
納
付
方
法
、
そ
し
て
受
講
状
況
の
把

す
。
修
行
中
も
現
職
研
修
は
受
講
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
秋
田
に
帰
っ
て
き
て
初

め
て
現
職
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
感
染
症
対
策
の
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
受
講
で
は
あ
り
ま
し
た
が
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
に
集
中
し
て
臨
み
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
中
野
東
禅
老
師
よ
り
入
門
と

し
て
の
正
法
眼
蔵
の
講
義
を
賜
り
ま
し

た
。
宗
教
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
た
だ
き
、現
在
の
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
る
影
響
で
宗
教
離
れ
が
加
速
し
、

私
達
も
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
状
況

だ
と
い
う
こ
と
が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
通
夜
・
中
陰
仏
事
で
の
法

話
の
ヒ
ン
ト
集
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
和

尚
と
な
っ
て
間
も
な
い
私
に
は
と
て
も
勉

強
に
な
る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
石
ヶ
森
桂
山
老
師
よ
り
人
権
学
習

の
講
義
を
賜
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

岩
手
県
の
現
状
を
包
み
隠
さ
ず
語
っ
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

隣
接
し
て
い
る
県
で
は
あ
り
ま
す
が
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、
地
域
性
も
あ
っ

て
檀
家
の
職
業
も
様
々
な
の
で
職
を
求
め

て
外
へ
出
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
難

し
い
問
題
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
の
影
響
や
海
水
温
の
上
昇
等
の

影
響
か
ら
漁
師
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
転
職

し
て
い
る
と
聞
き
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

握
な
ど
煩
雑
な
事
務
仕
事
に
追
わ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
不
手
際
に
よ
り
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
た
方
も
お
り
ま
し
た
が
、
お
陰

様
で
な
ん
と
か
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
リ
モ
ー
ト
講
習
は
初
の
試
み
で
あ
り

ま
し
た
が
、
不
慣
れ
な
拙
僧
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
下
さ
っ
た
宗
務
所
所
員
の
皆
に
は
感

謝
で
す
。

○
昨
年
度
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
「
設

立
三
十
周
年
記
念
式
典　

禅
を
聞
く
会
」

が
、
作
家
の
養
老
孟
司
先
生
を
お
迎
え
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
少
々
縮
小
し
た
式
典
で
し
た
が
、

大
過
な
く
円
成
で
き
ま
し
た
こ
と
は
偏
に

仏
天
の
ご
加
護
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
式
典
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
間
も
な

く
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
ま
す
の
で
お
楽
し

み
下
さ
い
。（
教
化
主
事　

田
中
裕
憲
）

�

現
職
研
修
を
受
講
し
て�

�

玉
林
寺
徒
弟　

齋
藤　

勇
人

　

私
は
修
行
を
終
え
て
２
年
弱
が
経
ち
ま

　

２
日
目
は
桐
野
好
覚
老
師
よ
り
曹
洞
宗

に
お
け
る
信
心
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
講
義
を
賜
り
ま
し
た
。
現
代
に
お
い
て

様
々
な
宗
教
が
存
在
し
て
い
る
中
で
、
間

違
っ
た
解
釈
を
し
て
し
ま
っ
た
り
う
っ
か

り
し
た
発
言
を
し
て
し
ま
う
と
大
変
な
事

態
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
改
め
て
私
は
曹
洞
宗
の
和
尚

で
あ
る
自
覚
を
持
つ
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
現
職
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
が
、
自
分

の
知
識
や
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た

充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
今
回
の
現
職
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
し
て
こ
れ
か
ら

も
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

僧
侶
と
し
て�

�

珠
厳
院
徒
弟　

築
地　

徳
龍

　

私
は
今
年
の
五
月
に
本
山
か
ら
送
行

し
、
七
月
か
ら
五
城
目
町
の
珠
厳
院
で
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
お
寺
の
事
務

関
係
や
、
檀
家
様
と
の
繋
が
り
、
本
山
で

行
っ
た
こ
と
の
な
い
法
要
の
や
り
方
な
ど

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、ま
さ
に「
右

も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
」
で
す
。

　

こ
の
度
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

会
議
や
研
修
を
行
う
の
が
難
し
い
中
、
リ

モ
ー
ト
と
い
う
形
で
現
職
研
修
会
を
開
催

教
化
コ
ー
ナ
ー
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初の zoomを使用した開催 講師　中野東禅先生

　

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
中
止
…
…
新
年

度
を
迎
え
る
前
に
、
令
和
三
年
度
の
梅
花

事
業
に
暗
雲
が
垂
れ
込
め
る
通
達
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、「
梅

花
の
灯
を
消
さ
ぬ
よ
う
」
今
、
何
が
出
来

る
の
か
。
そ
う
思
っ
た
矢
先
の
一
難
去
っ

て
ま
た
一
難
、
本
庁
よ
り
梅
花
流
特
派
講

習
会
の
中
止
の
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。
更

に
悪
い
こ
と
は
重
な
る
も
の
で
、
県
内
各

梅
花
講
に
於
い
て
、
こ
の
未
曾
有
の
災
禍

に
よ
り
従
来
通
り
の
練
習
が
出
来
て
い
な

い
状
況
下
で
は
、
梅
花
流
全
県
奉
詠
大
会

も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
が
噴
出
し
、
最
終
的
に
は
全
県
大
会
で

さ
え
開
催
出
来
な
い
状
況
に
ま
で
陥
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
梅
花
に
と
っ
て
八
方

塞
が
り
の
中
、
細
々
と
は
言
え
、
各
梅
花

講
に
於
い
て
徐
々
に
練
習
が
再
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
中
で
の
不
幸
中
の
幸
い
、
そ
れ
は
、

宗
務
所
検
定
会
を
開
催
出
来
た
こ
と
で
し

た
。
前
年
度
は
開
催
す
る
こ
と
さ
え
出
来

な
か
っ
た
検
定
会
、
今
年
度
は
受
検
者
数

こ
そ
激
減
し
た
も
の
の
、
受
検
さ
れ
た
講

員
さ
ん
は
、
こ
の
厳
し
い
社
会
状
況
の
中

に
於
い
て
も
め
げ
ず
に
、
愚
直
に
、
小
さ

な
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
練
習

し
て
き
た
成
果
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
特
派
講
習
会
の
代
替
事
業
と
致
し

ま
し
て
、「
秋
田
県
梅
花
流
講
習
会
」
な
る

企
画
を
致
し
ま
し
た
。
本
県
に
は
全
国
に

誇
れ
る
梅
花
流
特
派
師
範
が
三
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
特
派
師
範
に
県
内
梅

花
講
へ
出
向
い
て
い
た
だ
き
、
講
習
会
を

開
催
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。
特
派
師
範

の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
ご
自
身
の
檀

務
も
顧
み
ず
こ
の
企
画
を
快
く
お
引
き
受

け
下
さ
い
ま
し
た
事
に
対
し
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
を
も
ち
ま
し

て
全
県
各
講
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
は
、

新
鮮
且
つ
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、
大

変
好
評
を
得
た
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
花
流
に
と
り
ま
し
て
、
来
年
度
は
い

梅
花
コ
ー
ナ
ー

し
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

初
め
て
の
研
修
会
は
私
に
、
僧
侶
と
し

て
の
在
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
く
場
と
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
お
悔
や
み
や
法
事
で

何
か
一
言
お
話
を
す
る
事
が
私
の
今
後
の

課
題
だ
と
知
り
ま
し
た
。
中
野
老
師
が

作
っ
て
下
さ
っ
た
法
話
の
ヒ
ン
ト
集
か
ら

た
く
さ
ん
の
引
き
出
し
を
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
、あ
く
ま
で
引
き
出
し
で
あ
っ
て
、

私
自
身
で
さ
ら
に
深
く
ま
で
勉
強
し
て
、

初
め
て
皆
さ
ん
の
前
で
お
話
し
で
き
る
事

だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
僧
侶
は
話
す
力

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
研
修
会
で
ず
っ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
に
今
、
短

い
時
間
何
か
話
し
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
て

も
何
も
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
僧
侶
と
し
て
の
未
熟
さ
、勉
強
不
足
、

経
験
の
少
な
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

私
の
よ
う
な
送
行
し
た
ば
か
り
の
僧
侶

に
と
っ
て
は
、
現
職
研
修
会
は
大
き
な
学

び
の
場
で
あ
り
、
交
流
の
場
だ
と
思
い
ま

す
。
経
験
が
浅
い
段
階
で
た
く
さ
ん
の

方
々
の
ご
法
話
を
聞
く
こ
と
で
、
視
野
が

広
が
り
今
後
の
自
身
の
在
り
方
が
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
リ

モ
ー
ト
で
の
開
催
で
し
た
が
、
い
つ
か
、

通
常
の
開
催
と
な
り
、
皆
様
方
と
共
に
学

び
合
え
る
日
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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を
各
講
で
の
講
習
会
と
し
た
こ
と
で
生
じ

た
利
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
令
和
三
年
十
二
月
十
八
日
、
昨
日

の
昼
過
ぎ
か
ら
天
候
は
大
荒
れ
で
、
降
り

続
い
た
雨
は
夜
更
け
過
ぎ
に
雪
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。
今
は
一
面
真
っ
白
の
雪
化
粧

で
、
先
程
ま
で
は
吹
雪
い
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
午
前
十
一
時
、
青
空
と
吹
雪
が
交
代

で
や
っ
て
く
る
困
っ
た
空
模
様
で
す
。
来

年
は
平
常
運
転
に
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
な
、

と
祈
り
な
が
ら
現
在
原
稿
作
成
中
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
宝
勝
寺
様
・
清
徳
寺
様
・
長
慶
寺

様
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

纏
ま
り
の
な
い
文
面
で
す
が
、
あ
ま
り

ダ
ラ
ダ
ラ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
の
辺
り

で
。
私
は
今
年
も
お
稽
古
に
励
み
ま
す
。

機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
一
緒
に
お
唱

え
し
ま
し
ょ
う
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

20
年
目
の
ス
タ
ー
ト

�

正
伝
寺
　
村
　
松
　
良
　
周

　

令
和
3
年
4
月
付
け
で
初
め
て
、
梅
花

流
特
派
師
範
を
拝
命
し
ま
し
た
。
で
す
が

前
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
特
派
巡
回
が
令
和
3
年
度

は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
デ

ビ
ュ
ー
で
い
き
な
り
つ
ま
づ
い
た
感
は
あ

り
ま
し
た
が
、
宗
務
所
長
老
師
は
じ
め
、

宗
務
所
職
員
諸
老
師
の
ご
配
慮
に
て
、
県

内
の
御
寺
院
様
を
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
有
難

い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
駆
け
出

し
の
私
に
と
り
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
巡
回
の
中
止
を
た

だ
の
中
止
と
せ
ず
に
、
来
年
に
向
け
て
自

分
を
高
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
、
ま
た
場
数
を
踏
む
機
会
を
与
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
何
に
も
代
え
が
た
い
こ
と

で
し
た
。

　

私
が
今
回
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
御

寺
院
様
は
、
北
秋
田
市
龍
泉
寺
様
、
正
法

院
様
、
由
利
本
荘
市
正
乗
寺
様
、
横
手
市

香
最
寺
様
で
し
た
。
方
丈
様
方
の
こ
と
は

存
じ
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
講
員
様
は
初

め
て
お
目
に
か
か
る
方
が
多
く
、
ま
た
各

御
寺
院
様
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
こ
と

も
あ
り
、
最
初
は
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

先
生
方
、
ま
た
先
輩
師
範
の
お
示
し
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
少
し

で
も
講
員
様
方
の
た
め
に
有
益
な
時
間
で

あ
っ
た
な
ら
幸
い
で
す
。

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
新
人
。
二
年
前
の

巡
回
を
思
い
返
す
と
す
ぐ
に
初
日
を
思
い

出
し
呆
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
睡
魔
が
襲
っ

て
く
れ
な
い
、緊
張
と
興
奮
が
入
り
混
じ
っ

た
随
分
と
長
い
夜
を
過
ご
し
、
初
見
の
御

老
師
方
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら
御
挨
拶
し

講
習
に
臨
み
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
事
態
の
中
で
、
今
出
来
る
こ

と
を
勤
め
て
い
こ
う
、
と
い
う
思
い
か
ら

企
画
さ
れ
た
、
秋
田
県
宗
務
所
様
初
め
て

の
試
み
と
な
る
県
内
の
巡
回
。
私
の
移
動

は
お
隣
の
市
ま
で
。
駆
け
出
し
の
頃
か
ら

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
御
老
師
、
御
寺
族

さ
ん
の
も
と
へ
お
伺
い
す
る
わ
け
で
す
か

ら
異
質
の
緊
張
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
各
講
で
の
開
催
の
た
め
従

来
の
特
派
巡
回
と
は
違
い
、
少
人
数
で
の

講
習
と
な
り
ま
し
た
。
よ
く
見
知
っ
た
講

員
さ
ん
の
前
で
自
己
紹
介
を
と
話
し
出
す

と
、
い
ら
な
い
よ
と
笑
わ
れ
そ
の
ま
ま
世

間
話
へ
進
展
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
、
多
く
の
質
問
や
曲
の
リ
ク

エ
ス
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
教
区
単
位
で
の

特
派
講
習
会
で
は
各
講
や
個
人
の
質
問
な

ど
が
し
に
く
い
け
ど
今
日
は
遠
慮
な
く
話

せ
る
よ
、
と
仰
る
御
老
師
。
こ
の
企
画
は

贅
沢
だ
よ
ね
、
来
年
も
や
っ
て
欲
し
い
、

と
は
講
員
さ
ん
か
ら
の
一
言
。
県
内
巡
回

か
な
る
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
、

事
態
が
好
転
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
仏

の
み
ぞ
知
る（
？
）と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

梅
花
流
に
明
る
い
未
来
が
開
け
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
、
今
で
き
る
こ
と
を
今
で
き

る
範
囲
で
や
っ
て
い
く
信
念
を
貫
い
て
参

り
ま
す
。

　

�

ど
う
し
て
も
咲
け
な
い
と
き
も
あ
り
ま

す
。

　

�

雨
風
が
強
い
時
、
日
照
り
続
き
で
咲
け

な
い
日
、

　

�

そ
ん
な
時
に
は
無
理
に
咲
か
な
く
て
も

い
い
。

　

そ
の
代
わ
り
に
、

　

根
を
下
へ
下
へ
と
降
ろ
し
て
、

　

根
を
張
る
の
で
す
。

　

次
に
咲
く
花
が
、
よ
り
大
き
く
、

　

美
し
い
も
の
と
な
る
た
め
に
。

�

シ
ス
タ
ー　

渡
辺　

和
子

�

（
梅
花
主
事　

中
村
卓
道
）

秋
田
県
内
特
派
巡
回

　
　
正
法
院
住
職
　
梅
花
流
特
派
師
範

�

清
　
水
　
道
　
広

　

特
派
二
期
目
と
は
い
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
巡
回
経
験
は
一
年
の
み
。

第131号 令和４年１月31日（　）20曹洞宗秋田県宗務所所報



　

東
北
管
区
人
権
啓
発
研
修
会
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
一
日
目
に
「
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ　

伝
わ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」

と
し
て
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
大
和
田

新
氏
の
講
演
と
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
と
歩
ん
だ

三
十
年
。
現
場
か
ら
見
え
た
市
民
社
会
の

危
機　

そ
し
て
、今
後
に
む
け
て
～
神
戸
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
そ
し

て
福
島
～
」
と
し
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
市
川
斉
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
は
福
島
第
一
原
発

の
現
地
視
察
へ
と
向
か
い
ま
し
た
が
、
そ

の
道
中
「
富
岡
町
３
・
11
を
語
る
会
」
の

語
り
部
・
渡
辺
好
さ
ん
よ
り
「
富
岡
町
の

現
状
」
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
原
発
廃
炉
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り

ま
す
」

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
私
の
中
で
の
福
島
第

一
原
発
の
問
題
は
こ
の
一
言
だ
け
で
止

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
無
関
心
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ニ
ュ
ー

ス
や
新
聞
で
知
る
こ
と
の
み
で
過
ご
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
。
私
は
一

貫
し
て
“
東
日
本
・
津
波
・
原
発
事
故
大

震
災
〟
と
呼
ん
で
い
ま
す
。」
大
和
田
さ

ん
は
ラ
ジ
オ
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の

「
現
場
を
見
て
か
ら
物
を
言
え
！
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う

に
現
地
で
の
取
材
を
重
ね
、
足
を
運
び
多

く
の
方
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
届
け
続
け

て
い
る
。
そ
の
方
で
さ
え「
家
を
流
さ
れ
、

家
族
を
失
い
、
原
発
事
故
で
避
難
す
る
み

な
さ
ん
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
私
が
震
災
を
語
る
資
格
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。」
と
い
う
自
問
が
あ
る
。

　

市
川
さ
ん
の
お
話
の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

の
懸
念
も
あ
り
、
日
本
人
職
員
の
一
時
帰

国
の
措
置
が
と
ら
れ
リ
モ
ー
ト
で
の
業
務

調
整
の
在
り
方
を
模
索
中
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
。
加
え

て
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
進
む
中
で
、
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
ス
タ
ン
ス

を
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
大
変
な
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
て
、
こ
ん
な
時
こ
そ
一
緒

に
活
動
を
し
た
い
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
な

い
ジ
レ
ン
マ
。「
災
害
時
は
日
常
の
社
会

人
権
コ
ー
ナ
ー

　

梅
花
流
の
門
を
た
た
い
て
20
年
に
な
り

ま
す
が
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
出
来
た
気
が
し
ま
す
。
梅
花
師
範
と
し

て
自
身
の
技
量
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
併

せ
て
そ
れ
を
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
見
ら
れ
る
立
場

に
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
改

め
て
身
を
調
え
、
心
を
調
え
る
、
更
に
は

身
を
律
し
、
心
を
律
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
企
画

を
い
た
だ
い
た
宗
務
所
長
老
師
、
関
係
諸

老
師
、
ま
た
会
場
主
老
師
に
は
有
難
い
機

会
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
克
服
し
、

梅
花
流
を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
と
ご
縁
を

い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

有
難
い
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　
　
梅
花
流
特
派
師
範

 

浅
　
田
　
高
　
明

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
、
皆
様
も
う

聞
き
飽
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
行
事
事

業
が
消
滅
し
た
二
年
間
で
し
た
。
梅
花
流

特
派
講
習
会
も
ほ
ぼ
全
て
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
県
内
は
勿
論
全
国
の
講
員
さ
ん

が
お
待
ち
下
さ
り
、
私
自
身
も
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
特
派
講
習
会
が
開

催
出
来
な
い
こ
と
、
と
て
も
残
念
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
秋
田
県
宗
務
所
様
の
お
計
ら

い
で
、
希
望
さ
れ
る
講
に
県
内
三
名
の
特

派
師
範
を
派
遣
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
何
時
も
お
会
い
し
て
い
る
師
範
で

い
い
の
か
と
多
少
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
開
催
寺
院
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り

つ
つ
、
無
事
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
派
講
習
会
は
、
初
め
て
の
講
師
と
の

出
会
い
等
の
刺
激
も
あ
り
、
特
派
師
範
は

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
指
導
を
し
ま
す
の

で
、講
員
様
に
と
っ
て
も
、梅
花
流
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
事
で
す
。
し
か
し
こ
の
度

の
講
習
会
は
、
一
般
的
な
教
区
毎
の
開
催

か
ら
寺
院
毎
の
開
催
と
な
り
、
受
講
人
数

も
少
な
く
、
講
員
さ
ん
と
の
距
離
の
近
く

感
じ
、
特
派
と
は
違
っ
た
意
味
で
よ
い
講

習
会
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
講
員
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
ま
す
。今
後
の
梅
花
流
の
為
に
も
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
梅
花
流
を
学
ん
で

頂
く
た
め
に
も
、
是
非
こ
の
度
の
講
習
会

を
、
感
染
症
が
収
束
し
本
庁
派
遣
の
梅
花

特
派
講
習
が
復
活
し
て
も
、
継
続
し
て
頂

け
れ
は
と
存
じ
ま
す
。
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大和田新氏

帰還困難区域 １号機建屋前

シャンティ　市川斉氏

富岡町　渡辺好氏

ALPS処理水

　

�

※
今
回
の
研
修
に
関
連
す
る
書
籍
や
資

料
は
宗
務
所
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
閲

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

廃
炉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

�h
ttp
s://w

w
w
.tep

co.co.jp
/

decom
m
ission/index-j.htm

l
�

（
人
権
擁
護
推
進
主
事　

佐
藤
善
廣
）

問
題
が
顕
在
化
す
る
。」
日
頃
か
ら
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
か
を
問
わ
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

バ
ス
車
中
で
の
渡
辺
さ
ん
の
お
話
は

「
震
災
と
原
発
事
故
以
降
の
こ
と
」
に
力

点
が
置
か
れ
が
ち
な
部
分
を
“
富
岡
町
〟

の
歴
史
、
ふ
る
く
は
旧
石
器
時
代
に
ま
で

遡
っ
て
、
長
い
時
の
中
で
人
の
暮
し
が

あ
っ
た
こ
と
。
農
業
・
林
業
・
水
産
業
と

い
っ
た
第
一
次
産
業
し
か
な
く
、
冬
は
出

稼
ぎ
で
暮
ら
し
た
地
域
が
、
原
発
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
様
子
。

人
口
が
増
え
、
出
稼
ぎ
に
行
く
必
要
が
無

く
な
り
、
地
元
を
離
れ
る
必
要
が
無
く

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
渡
辺
さ
ん
の
中

学
生
頃
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、震
災
と
原
発
事
故
が
起
こ
る
。

具
体
的
な
情
報
は
何
も
知
ら
さ
れ
ず
町
を

追
わ
れ
た
町
民
た
ち
の
こ
と
。
避
難
生
活

が
続
く
こ
の
十
年
の
こ
と
、
本
当
に
あ
り

の
ま
ま
の
言
葉
で
し
た
。そ
の
中
に
は「
原

発
事
故
の
こ
と
だ
け
を
取
り
上
げ
て
批
難

す
る
の
も
私
は
違
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
東
電
や
東
電
に
関
連
す
る
環
境

で
生
活
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
じ
ゃ
な
い

か
。
国
や
東
電
だ
け
を
責
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
自
分
は
何
を
し
た
の
か
を
考
え
な

け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。
何
の
疑
い
も
な

く
過
ご
し
て
き
た
責
任
は
自
分
に
も
あ
る

じ
ゃ
な
い
か
。」
た
だ
聞
く
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

原
発
の
現
地
視
察
を
終
え
て
一
番
感
じ

た
こ
と
は
、
今
日
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
思
い
で
す
。
福
島
第
一

原
発
廃
炉
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
認
で
き
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
数
値
や

日
報
な
ど
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
一

月
二
十
三
日
の
朝
刊
に
「
東
電
福
島
第
一

検
発
で
汚
染
配
管
交
換
社
員
２
人
、
内
部

被
ば
く
疑
い
」
と
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が

続
報
が
な
く
、
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
と
調

べ
て
み
ま
し
た
。
東
電
福
島
第
一
原
発
の

十
一
月
十
九
日
と
二
十
二
日
の
日
報
で
詳

細
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
基

本
的
に
は
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
を
基
に
す
る

の
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら

も
う
少
し
だ
け
追
究
す
る
よ
う
に
目
を
向

け
た
い
、
秋
田
か
ら
で
も
問
題
に
関
わ
る

こ
と
が
出
来
る
と
感
じ
た
一
件
で
し
た
。

「
廃
炉
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
」

　

長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
た
営
み

を
、
僅
か
の
間
に
汚
し
、
大
き
く
環
境
を

変
容
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
向
き
合
う

た
め
に
は
、
長
く
時
間
が
か
か
る
の
は
当

然
で
す
。
一
般
的
に
言
う
「
長
い
目
で
見

る
」
で
は
な
く
、
多
く
の
目
で
長
く
し
っ

か
り
と
見
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
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◆
令
和
３
年
度 

曹
保
関
係
表
彰
者
一
覧

�

（
敬
称
略
）

⃝

瑞
宝
双
光
章

　

川
島　

善
道
（
潟
上
湖
東
保
護
区
）

⃝

法
務
大
臣
表
彰

　

柳
川　

浩
二
（
能
代
保
護
区
）

　

嶋
森　

憲
雄
（
北
秋
田
保
護
区
）

⃝

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　

村
松　

良
周
（
能
代
保
護
区
）

　

菅
原　

芳
徳
（
鹿
角
保
護
区
）

⃝

東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

渡
邊　

紫
山
（
能
代
保
護
区
）

⃝
秋
田
保
護
観
察
所
長
表
彰

　

伊
藤　

仙
峰
（
大
曲
保
護
区
）

⃝

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

　

奥
山　

一
英
（
北
秋
田
保
護
区
）

　

栗
谷　

大
三
（
北
秋
田
保
護
区
）

⃝

秋
田
県
知
事
感
謝
状

　

亀
谷　

隆
道
（
北
秋
田
保
護
区
）

　

伊
藤　

道
人
（
大
曲
保
護
区
）

◎
13
教
区
自
性
院　

鈴
木
道
雄
師
（
令
和

３
年
３
月
11
日
遷
化
）
が
秋
田
県
文
化
功

労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

師
は
尺
八
奏
者
と
し
て
夙
に
有
名
で
し

た
が
、
そ
の
他
県
三
曲
連
盟
会
長
を
長
年

務
め
、
加
盟
各
流
派
の
融
和
と
邦
楽
の
裾

野
拡
大
に
尽
力
し
、「
技
芸
」
の
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎
14
教
区
禅
林
寺
住
職
・
山
中
律
雄
師
が

秋
田
県
芸
術
文
化
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

師
は
長
く
短
歌
の
分
野
で
活
躍
し
、
秋

田
魁
新
報
の
読
者
文
芸
選
者
な
ど
を
勤

め
、
短
歌
総
合
誌
、
短
歌
新
聞
へ
の
連
載

の
ほ
か
、
全
国
規
模
の
短
歌
大
会
で
の
受

賞
歴
も
数
多
く
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
躍
進

し
て
い
る
シ
ダ
マ
ツ
ペ
ア
の
志
田
千
陽

（
ち
は
る
）選
手
は
、２
教
区
清
源
寺
住
職
・

報
告

　

令
和
三
年
九
月
以
降

◎
梅
花
流
講
習
会

　

９
月
３
日　

◎
梅
花
検
定
会
（
県
北
）

　

９
月
13
日

◎
現
職
研
修
（
宗
務
所
・
リ
モ
ー
ト
）

　

10
月
１
～
２
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

10
月
８
日

◎
梅
花
検
定
会
（
中
央
・
県
南
）

　

10
月
11
日

◎
梅
花
特
派

　

10
月
18
～
28
日

◎
禅
セ
ン
タ
ー
創
立
30
周
年
記
念
集
会

　

11
月
４
日

◎
管
区
人
権
啓
発
研
修
会

　

11
月
８
～
９
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

11
月
12
日

◎
仏
教
講
座

　

11
月
26
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

12
月
２
日

得
度
式
中
の
写
真
に
関
す
る
お
願
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
す
る
中
、
寺
院
法
要
も
マ
ス
ク

着
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

で
す
が
、
得
度
式
中
の
写
真
に
つ
い

て
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

僧
籍
登
録
証
交
付
申
請
書
に
添
付

す
る
式
中
の
写
真
は
、
誰
が
誰
に
対

し
て
得
度
し
た
の
か
が
判
る
よ
う
マ

ス
ク
を
外
し
た
状
態
で
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。

　

判
然
と
し
な
い
申
請
写
真
の
場
合

は
、
宗
務
庁
よ
り
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
な
い
顔
の
写
真
を
追
加
し
て
再

申
請
す
る
よ
う
説
明
・
指
導
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
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令
和
４
年　

山
門
法
要

日
程

教
区

寺
院
名

法
要

1
月
23
・
24
日

16

重
福
寺

本
葬

5
月
24
・
25
日

16

護
昌
寺

本
葬

6
月
４
・
５
日

４

恵
林
寺

晋
・
結
・
退
董

6
月
11
・
12
日

９

楞
厳
院

晋
・
結

6
月
11
・
12
日

３

正
乗
寺

晋
・
結

6
月
25
・
26
日

17

霊
仙
寺

晋
・
結

10
月
8
・
9
日

18

浄
運
寺

晋
・
結

10
月
15
・
16
日

４

香
泉
寺

晋
・
結

日
程

教
区

寺
院
名

法
要

10
月
15
・
16
日

５

長
谷
寺

晋
・
結
・
本
葬

10
月
15
・
16
日

９

玉
鳳
院

晋
・
結
・
退
董

10
月
22
・
23
日

４

正
眼
寺

晋
・
結

10
月
28
・
29
日

２

東
泉
寺

晋
・
結
・
退
董

10
月
29
・
30
日

１

鱗
勝
院

本
葬

11
月
2
・
3
日

８

松
庵
寺

晋
・
結
・
本
葬

11
月
5
・
6
日

８

東
光
院

晋
・
結
・
退
董

志
田
憲
昭
師
の
ご
息
女
で
、
昨
年
末
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
オ
ー
プ
ン
の
２
大
会
連
続
で
優
勝
し
、

続
く
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
も

準
優
勝
と
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

◎
経
営
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
わ
ら

び
座
」
よ
り
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
デ
ィ
・

ト
ラ
ベ
ラ
ー
～
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
出

会
っ
た
秋
田
～
」
公
演
の
案
内
が
宗
務
所

に
あ
り
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ブ
ッ

ダ
」
上
演
に
協
力
し
た
経
緯
も
あ
り
、
こ

こ
に
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日　

令
和
４
年
１
月
30
・
31
日

　
　
　

２
月
３
日
～
６
日

　
　
　

９
日
～
11
日　

12
日
・
13
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
日
～
27
日

場
所　

�

秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ　

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　

�

前
売
り　

大
人
３
５
０
０
円
・
小

中
学
生
２
５
０
０
円

　
　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
し
）

（�

上
演
時
間
、
空
席
状
況
等
詳
細
は
わ
ら

び
座
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。）
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コ
ロ
ナ
禍
も
い
よ
い
よ
終
息
に
向
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
た
の
も

束
の
間
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
新
た
な
株
が
現
れ
、
再
び
日
本
中

が
自
粛
ム
ー
ド
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
沈
静
化
し
て
い
た
数
カ
月
間
の
間
に
、
現
職
研
修
、

設
立
三
十
周
年
記
念
集
会
、
禅
を
聞
く
会
、
そ
し
て
梅
花
関
係
事

業
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
６
波
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

現
在
か
ら
み
る
と
僥
倖
と
い
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
宗
務
所
行
事
も
ど
の
よ
う
に
開
催
し
て
い
く
か
を
考
え
る

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
現
職
研
修
は
宗
務
所
初
の
リ

モ
ー
ト
を
兼
用
し
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
形
式
で
行
い
ま

し
た
。Zoom

と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
操
作
は
、
パ
ソ
コ
ン

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
庶
務
主
事
と
書
記
が
担
当
。
端
で
見
て
い
る
だ

け
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
宗
務
所
も
こ
の
分
野
に
明
る
い
人
材
が

必
要
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
と
い
う
時
代
は
、
ま
す
ま
す
新
し
い
技
術
が

必
要
と
さ
れ
る
時
代
な
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
格
差
が
拡

大
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
富
豪
10
人
の
資
産
が
一
昨

年
か
ら
昨
年
ま
で
の
１
年
間
で
80
兆
円
か
ら
１
７
２
兆
円
と
倍
以

上
に
増
大
し
て
い
る
と
の
報
道
を
目
に
し
ま
し
た
。
こ
の
10
人
は
、

い
わ
ゆ
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
経
営
者
の
人
た
ち
で
す
。一
方
で
我
々

庶
民
は
、
そ
の
ハ
イ
テ
ク
を
使
わ
な
け
れ
ば
生
活
も
仕
事
も
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
貧
困
層
が
増
大
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
新
技
術
・
ハ

イ
テ
ク
と
は
お
よ
そ
縁
の
な
い
仏
教
界
は
、
新
た
な
時
代
に
ど
の

よ
う
な
存
在
意
義
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
寺
院
の

経
済
的
な
面
だ
け
を
思
え
ば
暗
く
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
が
、

格
差
が
拡
大
す
る
時
代
は
、「
救
い
」
が
必
要
に
な
る
時
代
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
歴
史
は
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
必
要
と
さ
れ

る
僧
侶
で
あ
り
た
い
と
、
感
染
が
再
拡
大
す
る
中
で
思
う
の
で
す
。

�

（
袴
田
俊
英
記
）

編
集
後
記

曹洞宗ソーシャルメディア利用ガイドライン

　令和 3年 11 月 15 日付で「曹洞宗ソーシャルメディア利用ガイドライン」が宗務庁より示され
ました。詳しくは曹洞宗宗務庁ホームページに掲載されていますので参照してください。ここに
注意点についてのみ抜粋し、お知らせいたします。

情報発信は次の事項に注意しなければならない。
・�法令や曹洞宗宗制を遵守してください。特に、著作権、肖像権（プライバシー権とパブリシティ
権）、商標権等、侵害しないように十分注意してください。

・�ソーシャルメディアに発信した内容の責任は、すべて発信者にあります。「曹洞宗」の寺院、僧侶、
寺族として、資質を問われかねない又は立場を逸脱した発信は控えてください。

・�寺院関係者、特に檀信徒に関わる情報は個人の信仰を暴露する恐れがあります。信仰に関わる個
人情報は要配慮個人情報となります。行持の参加者などを撮影しホームページ等に掲載する場
合、掲載の可否を必ず確認して下さい。

・�正確な情報を伝えるようにしてください。虚偽や根拠薄弱な情報を発信したり拡散に協力したり
することは、発信者を含めた「曹洞宗」の名誉と信頼を損なうことになります。

・�反社会的発言（犯罪行為または犯罪行為と思われるような発言、及びそれに類する発言）、非社
会的発言（礼節を欠いたもの、誹謗中傷などのネガティブな発言等）は行うべきではありません。
また逆に、そのことによって自分自身がトラブルに巻き込まれる可能性も否定できなくなりま
す。

・�利用するソーシャルメディアのサービス内容を吟味し、寺院の情報、自分自身の個人情報を登録・
公開する際には十分注意を払ってください。

・�メディアの特性上、情報を削除しても第三者によって当該サービス以外に複写・記録・保存され
れば、消去することはできません。発信者が情報の拡散をコントロールできなくなる可能性にも
充分留意してください。
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